
今
、
地
域
を
抜
き
に
は
、
福
祉
は
語

れ
な
い
。
事
業
所
は
地
域
の
人
に
と
っ

て
有
効
な
社
会
資
源
で
あ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
福
祉
は
行
政
、
社
会

福
祉
協
議
会
を
含
む
社
会
福
祉
法
人
な

ど
の
民
間
事
業
所
、
事
業
主
体
、
利
用

者

、
家

族
、

地
域

住
民
の
5
つ

の
輪

（

和

）

が

し

っ

か

り

と

連

携

、

協

働

す

る

こ

と

で
、
地
域
は
変
容

す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
豊
か
な
地
域
づ
く
り
の
一
端
を
担

え
れ
ば
と
い
う
思
い
で
、
30
年
度
は
、
公
開

研
修
を
９
月
１
日
、
戸
田
市
文
化
会
館
で
み

ぬ
ま
福
祉
会
の
総
合
施
設
長
松
本
哲
さ
ん
を

お
招
き
し
て
、
「
だ
れ
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
て
、
開
催
し
ま
す
。

さ
ら
に
12
月
８
日
に
は
、
第
３
回
戸
田
わ
か

く
さ
会
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。
お
祭
り
の
内

容
は
企
画
中
で
す
。
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
の
様
な
取
り
組
み

を
通
し
て
、
福
祉
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
貢

献
で
き
れ
ば
と
準
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
期
待
下
さ
い
。
ま
た
、
皆
様
方
の
ご
支
援

を
是
非
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
30
年
７
月

統
括
施
設
長

竹
嶋

紘

わ
か
く
さ
の
敷
地
の
端
に
、
職
員
用
・
利

用
者
用
の
喫
煙
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。
始
業
前

や
昼
休
み
、
数
人
の
職
員
が
喫
煙
す
る
く
つ

ろ
ぎ
の
場
所
と
も
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
利

用
者
の
中
に
も
愛
煙
家
が
い
て
、
職
員
と
紫

煙
を
な
び
か
せ
、
一
緒
に
談
笑
す
る
場
所
で

も
あ
る
。
前
日
、
雨
が
降
っ
て
い
た
た
め
、

喫
煙
場
所
の
ベ
ン
チ
は
濡
れ
て
い
る
。
拭
く

も
の
も
傍
に
な
い
た
め
、
職
員
は
立
ち
な
が

ら
喫
煙
し
て
い
る
と
、
あ
る
利
用
者
が
そ
ば

に
来
て
、
職
員
の
喫
煙
し
て
い
る
姿
を
じ
っ
ー

と
見
て
い
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
彼
は
そ
の

場
を
離
れ
た
。
間
も
な
く
彼
が
そ
の
場
所
に

戻
っ
て
き
た
。
彼
の
手
に
は
雑
巾
が
し
っ
か

り
握
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
そ
の
雑
巾
で
、
濡

れ
て
い
る
ベ
ン
チ
を
拭
き
だ
し
た
。
そ
し
て
、

彼
は
職
員
に
向
か
っ
て
、
手
で
座
る
よ
う
に

促
し
、
職
員
は
彼
の
誘
い
の
ま
ま
、
ベ
ン
チ

に
座
っ
た
。
職
員
は
ゆ
っ
た
り
し
た
気
持
ち

で
、
た
ば
こ
を
深
く
吸
い
、
空
を
少
し
見
上

げ
、
至
福
の
表
情
で
あ
る
。
職
員
は
口
々
に
、

「
あ
り
が
と
う
」
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
い
う
。
そ
の
言
葉
に
反
応
す
る
よ
う

に
、
彼
は
笑
顔
で
満
足
げ
な
表
情
を
し
て
い

る
。
特
に
言
語
に
よ
る
会
話
は
な
い
が
、
職

員
は
彼
が
行
っ
た
行
為
に
素
直
に
感
謝
す
る
。

そ
し
て
、
彼
自
身
の
「
や
っ
た
感
」
（
達
成

感
）
と
「
喜
ば
れ
て
い
る
、
人
の
役
に
立
っ

た
」
（
有
用
感
）
を
感
じ
て
い
る
よ
う
に
思

え
た
。
そ
こ
に
は
職
員
と
利
用
者
の
深
い
交

流
が
あ
る
。
利
用
者
が
思
わ
ぬ
力
を
発
揮
す

る
こ
と
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
利
用
者
同
士
、

職
員
と
の
関
係
性
、
特
に
安
定
し
た
関
係
の

な
か
で
、
彼
の
内
面
の
深
い
と
こ
ろ
で
、

「
人
と
人
の
信
頼
」
「
人
か
ら
の
期
待
」
な

ど
を
、
受
け
と
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
利
用
者
と
職
員
の
間
に
あ
る
信
頼
感

の
深
さ
が
人
の
成
長
に
影
響
す
る
。
信
頼
関

係
は
そ
れ
ぞ
れ
人
の
成
長
に
は
欠
か
せ
な
い

栄
養
素
で
あ
る
。
職
員
に
と
っ
て
も
、
利
用

者
の
力
は
、
自
ら
の
成
長
の
糧
に
な
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
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地
域
に
発
信
す
る
戸
田
わ
か
く
さ
会
を
目
指
し
て
始
動

～
公
開
研
修
、
戸
田
わ
か
く
さ
会
祭
り
動
き
出
す
～

⇒
５
月
12
日
に
３
事
業
所
合
同
で
行
わ

れ
た
家
族
会
の
様
子
。

や
さ
し
さ
と
笑
顔
（３
）
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は
関
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の
中
で
「
働
き
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を
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る
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る
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含
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業
主
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の
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つ
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（
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し
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と

連
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、

協

働
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る

こ

と

で
、
地
域
は
変
容

す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
豊
か
な
地
域
づ
く
り
の
一
端
を
担

え
れ
ば
と
い
う
思
い
で
、
30
年
度
は
、
公
開

研
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を
９
月
１
日
、
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田
市
文
化
会
館
で
み

ぬ
ま
福
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会
の
総
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長
松
本
哲
さ
ん
を

お
招
き
し
て
、
「
だ
れ
も
が
幸
せ
に
暮
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せ

る
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
て
、
開
催
し
ま
す
。

さ
ら
に
12
月
８
日
に
は
、
第
３
回
戸
田
わ
か

く
さ
会
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。
お
祭
り
の
内

容
は
企
画
中
で
す
。
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ

け
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ば
と
思
い
ま
す
。
こ
の
様
な
取
り
組
み

を
通
し
て
、
福
祉
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
貢

献
で
き
れ
ば
と
準
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
期
待
下
さ
い
。
ま
た
、
皆
様
方
の
ご
支
援

を
是
非
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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の
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が
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、
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を
な
び
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、
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に
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場
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も
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る
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、
雨
が
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た
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、
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場
所
の
ベ
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る
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た
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、
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座
る
よ
う
に
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、
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誘
い
の
ま
ま
、
ベ
ン
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に
座
っ
た
。
職
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は
ゆ
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り
し
た
気
持
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で
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く
吸
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、
空
を
少
し
見
上

げ
、
至
福
の
表
情
で
あ
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に
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が
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り
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う
ご
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い
ま
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と
い
う
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言
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に
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う

に
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は
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満
足
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な
表
情
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。
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に
言
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よ
る
会
話
は
な
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が
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職

員
は
彼
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行
っ
た
行
為
に
素
直
に
感
謝
す
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。

そ
し
て
、
彼
自
身
の
「
や
っ
た
感
」
（
達
成

感
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喜
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て
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る
、
人
の
役
に
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っ
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関
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に
安
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た
関
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な
か
で
、
彼
の
内
面
の
深
い
と
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「
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と
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の
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の
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あ
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れ
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成
長
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せ
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職
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な
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地
域
に
発
信
す
る
戸
田
わ
か
く
さ
会
を
目
指
し
て
始
動

～
公
開
研
修
、
戸
田
わ
か
く
さ
会
祭
り
動
き
出
す
～

⇒
５
月
12
日
に
３
事
業
所
合
同
で
行
わ

れ
た
家
族
会
の
様
子
。

や
さ
し
さ
と
笑
顔
（３
）

～
人
は
関
係
の
中
で
「
働
き
」
を
す
る
～



平
成
30
年
１
月
14
日
（
日
）
に
戸
田

わ
か
く
さ
会
成
人
を
祝
う
会
を
戸
田
市

文
化
会
館
で
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
快

晴
で
と
て
も
気
持
ち
の
良
い
天
候
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
長
を
は
じ
め
、

来
賓
の
み
な
さ
ま
に
暖
か
く
見
守
ら
れ

る
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

人
生
の
節
目
で
あ
り
、
立
派
な
大
人

へ
の
一
歩
と
な
る
よ
う
、
新
成
人
を
法

人
全
体
で
お
祝
い
す
る
こ
と
で
一
体
感

を
持
つ
こ
と
も
促
進
さ
れ
ま
す
。
ま
た

利
用
者
の
み
な
さ
ん
は
式
典
に
出
席
す

る
こ
と
に
よ
り
事
業
所
の
自
治
会
を
中

心
に
参
加
意
識
も
高
ま
る
機
会
に
な
っ

て
い
ま
す
。

今
回
の
成
人
を
祝
う
会
は
、
４
名
の

新
成
人
を
迎
え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
20

歳
を
迎
え
、
ご
家
族
の
皆
様
に
と
っ
て

も
こ
の
節
目
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
会
の
中
で
、
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
と
称
し
て
、
生
ま
れ
た
時
か

ら
今
ま
で
の
写
真
を
ま
と
め
た
も
の
を

映
写
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
笑
顔
で
と
て

も
良
い
表
情
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
笑

顔
の
裏
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
苦
労
が

あ
っ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
ご
本
人
、
ご
家
族
と
共
に
、
法
人

職
員
も
一
緒
に
な
っ
て
、
大
人
へ
の
さ

ら
な
る
一
歩
を
ふ
み
出
せ
る
よ
う
日
々

の
支
援
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
、
新
成
人
の
み
な
さ
ま
、
ご

家
族
の
み
な
さ
ま
、
本
当
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
か
が
や
き
寺
内
）

新
し
い
利
用
者
が
仲
間
入
り

平
成
30
年
４
月
７
日
に
合
同
入
所
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

わ
か
く
さ
に
２
名
の
方
が
入
所
し
ま
し

た
。特

別
支
援
学
校
を
卒
業
し
て
、
社
会

人
と
し
て
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
来
賓
、
わ
か
く
さ
利
用
者
、

ゆ
う
ゆ
う
及
び
か
が
や
き
の
自
治
会
長

と
利
用
者
代
表
の
皆
様
に
祝
福
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
、
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
臨
席
・

祝
辞
を
賜
り
、
心
地
よ
い
緊
張
感
の
中

で
式
典
を
執
り
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

式
典
で
は
…

新
規
利
用
者
の
紹
介
と
し
て
、
ま
だ

数
日
し
か
た
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

作
業
等
の
映
像
を
み
な
さ
ん
に
見
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
緊
張
し
た

様
子
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
作
業
に
取

り
組
む
様
子
や
そ
れ
以
外
の
様
子
も
見

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
在
籍
者

代
表
と
し
て
、
わ
か
く
さ
自
治
会
長
か

ら
歓
迎
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

高
等
部
を
卒
業
し
、
生
活
が
変
わ
っ

た
ば
か
り
で
、
ま
だ
戸
惑
い
も
あ
る
か

と
心
配
し
ま
し
た
が
、
良
い
区
切
り
・

ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

最
近
の
様
子
…

通
所
が
始
ま
り
、
３
か
月
が
過
ぎ
ま

し
た
。
４
月
に
は
２
人
と
も
緊
張
し
た

様
子
で
し
た
が
、
今
で
は
ご
自
分
の
意

思
を
伝
え
た
り
、
他
の
利
用
者
の
方
と

の
関
わ
り
が
増
え
て
き
て
い
た
り
と
、

徐
々
に
わ
か
く
さ
に
も
慣
れ
て
き
て
い

ま
す
。
ボ
ー
ル
洗
浄
や
ご
み
袋
納
品
な

ど
、
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
な
が
ら
作

業
や
日
中
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

法
人
内
の
他
の
利
用
者
の
み
な
さ
ん

に
と
っ
て
も
、
合
同
入
所
式
と
い
う
式

典
に
慣
れ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

参
加
し
た
利
用
者
の
方
た
ち
は
、
式
を

始
め
た
頃
よ
り
も
そ
の
場
の
雰
囲
気
に

慣
れ
、
参
加
す
る
こ
と
へ
の
余
裕
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

頼
も
し
い
新
し
い
利
用
者
を
迎
い
入

れ
、
今
後
と
も
、
わ
か
く
さ
で
の
仕
事

や
生
活
を
充
実
で
き
る
よ
う
支
援
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

わ
か
く
さ
宮
國
）

ご
家
族
よ
り
…

★
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
て
い
る
よ
う

で
す
。
学
生
時
代
の
気
分
が
ま
だ
抜
け

切
れ
ま
せ
ん
が
、
末
永
く
見
守
っ
て
い

た
だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
。
本
人
が
興

味
が
持
て
る
事
が
あ
れ
ば
、
自
ら
行
動

す
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
挑
戦
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い

ま
す
。

★
と
て
も
良
い
入
所
式
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
も
す
ご
く

し
っ
か
り
し
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

本
人
に
は
集
中
し
て
仕
事
を
進
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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平
成
30
年
１
月
14
日
（
日
）
に
戸
田

わ
か
く
さ
会
成
人
を
祝
う
会
を
戸
田
市

文
化
会
館
で
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
快

晴
で
と
て
も
気
持
ち
の
良
い
天
候
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
長
を
は
じ
め
、

来
賓
の
み
な
さ
ま
に
暖
か
く
見
守
ら
れ

る
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

人
生
の
節
目
で
あ
り
、
立
派
な
大
人

へ
の
一
歩
と
な
る
よ
う
、
新
成
人
を
法

人
全
体
で
お
祝
い
す
る
こ
と
で
一
体
感

を
持
つ
こ
と
も
促
進
さ
れ
ま
す
。
ま
た

利
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の
み
な
さ
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は
式
典
に
出
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す

る
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と
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事
業
所
の
自
治
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を
中

心
に
参
加
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っ

て
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。

今
回
の
成
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を
祝
う
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は
、
４
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の

新
成
人
を
迎
え
て
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。
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歳
を
迎
え
、
ご
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節
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し
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と
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な
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。
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。

（
か
が
や
き
寺
内
）

新
し
い
利
用
者
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仲
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入
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７
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行
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し
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。
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２
名
の
方
が
入
所
し
ま
し

た
。特

別
支
援
学
校
を
卒
業
し
て
、
社
会

人
と
し
て
第
一
歩
を
踏
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、
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。
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介
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。
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。
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葉
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・
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。
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２
人
と
も
緊
張
し
た

様
子
で
し
た
が
、
今
で
は
ご
自
分
の
意

思
を
伝
え
た
り
、
他
の
利
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。
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取
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。
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。
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の
場
の
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囲
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に
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れ
、
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こ
と
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の
余
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が
感
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れ
ま
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。
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も
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新
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を
迎
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入
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、
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の
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や
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を
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る
よ
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支
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を
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き
た
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と
思
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す
。
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よ
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る
よ
う

で
す
。
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生
時
代
の
気
分
が
ま
だ
抜
け

切
れ
ま
せ
ん
が
、
末
永
く
見
守
っ
て
い

た
だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
。
本
人
が
興

味
が
持
て
る
事
が
あ
れ
ば
、
自
ら
行
動

す
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
挑
戦
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い

ま
す
。

★
と
て
も
良
い
入
所
式
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
も
す
ご
く

し
っ
か
り
し
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

本
人
に
は
集
中
し
て
仕
事
を
進
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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わ
か
く
さ
は
、
障
害
の
重
い
軽
い
に

拘
ら
ず
「
働
く
こ
と
」
、
そ
し
て
働
く

こ
と
を
通
じ
て
「
自
分
ら
し
く
地
域
で

暮
ら
す
」
こ
と
を
理
念
と
し
て
大
切
に

し
て
お
り
ま
す
。
野
菜
販
売
は
、
そ
の

理
念
の
下
始
ま
っ
た
事
業
で
す
が
、

「
生
活
介
護
」
「
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
」

の
両
班
の
利
用
者
達
は
自
分
に
で
き
る

事
を
見
つ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
作

業
と
し
て
関
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

野
菜
を
仕
入
れ
に
行
く
利
用
者
は
、

わ
ず
か
な
人
数
の
中
協
力
し
て
堆
肥
や

野
菜
の
積
み
下
ろ
し
を
行
い
ま
す
。
野

菜
が
わ
か
く
さ
に
着
く
と
、
幾
人
も
の

利
用
者
が
総
出
で
野
菜
を
室
内
へ
と
運

び
ま
す
。
「
生
活
介
護
班
」
の
利
用
者

は
そ
の
野
菜
を
決
め
ら
れ
た
数
や
重
さ

に
分
け
袋
詰
め
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
場
面
で
役
割
を
決
め
、
真
剣
な
中

に
も
声
を
掛
け
あ
い
な
が
ら
楽
し
そ
う

に
作
業
を
し
て
い
る
姿
が
み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
「
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
」
の
利

用
者
達
は
、
野
菜
の
ポ
ッ
プ
を
作
っ
た

り
チ
ラ
シ
配
布
に
取
り
組
ん
だ
り
と
広

報
的
な
役
割
を
担
っ
て
く
れ
て
お
り
ま

す
。販

売
場
所
で
は
、
準
備
や
片
付
け
、

お
客
様
へ
の
声
か
け
を
行
な
っ
た
り
、

慣
れ
た
手
つ
き
で
レ
ジ
打
ち
を
す
る
利

用
者
も
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
毎
月
、
芦
原
町
会
会
館
、

あ
い
パ
ル
、
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の

３
回
販
売
し
て
お
り
ま
す
。
売
り
上
げ

が
思
う
よ
う
に
伸
び
て
い
な
い
現
実
も

あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
継
続
し
て
き

た
か
ら
こ
そ
地
域
と
の
結
び
つ
き
も
徐
々

に
形
成
さ
れ
地
域
の
人
々
に
利
用
者
を

知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
に
も
な
り
、

且
つ
利
用
者
が
地
域
を
知
る
ま
た
と
な

い
機
会
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
そ
の
部
分
を
通
じ
て
、
「
誰
に
と
っ

て
も
生
き
易
い
地
域
生
活
」
を
模
索
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
わ
か
く
さ

織
茂
）

今
年
の
４
月
に
、
カ
ッ
プ
シ
ー
ラ
ー

機
が
納
品
さ
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
ゆ
う
ゆ
う
で
製
造
し
て
い
た

水
よ
う
か
ん
は
、
冷
蔵
保
存
で
10
日
し

か
保
存
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
導
入

し
た
機
械
を

使
う
事
で
、

真
空
状
態
に

な
り
、
常
温

保
管
30
日
と

長
く
保
存
が

で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

お
中
元
や
お
歳
暮
な
ど
に
も
対
応
可

能
に
な
る
為
、
幅
広
い
販
売
展
開
を
考

え
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
製
造
の
練
習
を
職
員
と
利
用

者
と
共
に
行
っ
て
い
ま
す
。
稼
働
が
安

定
し
た
ら
、
新
し
い
商
品
の
案
も
募
集

す
る
予
定
で
す
。
多
く
の
商
品
を
皆
さ

ん
と
考
え
て
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
是
非
力
を
貸

し
て
く
だ
さ
い
！

安
全
で
お
い
し
い
も
の
を
作
っ
て
い

き
ま
す
！

（
ゆ
う
ゆ
う

太
田
）
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継
続
は
必
ず
力
に
な
る

～
野
菜
販
売
の
活
動
を
通
じ
て
～

カ
ッ
プ
シ
ー
ラ
ー
機

導
入
し
ま
し
た
！

各

事

業

所

の
取
り
組
み

わ
か
く
さ

ゆ
う
ゆ
う

わ
か
く
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の
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い
軽
い
に
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ず
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働
く
こ
と
」
、
そ
し
て
働
く

こ
と
を
通
じ
て
「
自
分
ら
し
く
地
域
で

暮
ら
す
」
こ
と
を
理
念
と
し
て
大
切
に

し
て
お
り
ま
す
。
野
菜
販
売
は
、
そ
の

理
念
の
下
始
ま
っ
た
事
業
で
す
が
、

「
生
活
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護
」
「
就
労
継
続
支
援
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型
」

の
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の
利
用
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達
は
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に
で
き
る
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を
見
つ
け
、
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の
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で
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て
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を
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す
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と
、
幾
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も
の

利
用
者
が
総
出
で
野
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を
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と
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す
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「
生
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」
の
利
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者

は
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の
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や
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に
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の
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、
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に
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を
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を
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る
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ん
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な
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や
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、
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の
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を
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、
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た
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き
で
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を
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る
利
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者
も
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て
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は
、
毎
月
、
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原
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会
会
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、

あ
い
パ
ル
、
福
祉
保
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セ
ン
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ー
で
の
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回
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し
て
お
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ま
す
。
売
り
上
げ

が
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よ
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に
伸
び
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い
な
い
現
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も

あ
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が
、
こ
こ
ま
で
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続
し
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た
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と
の
結
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き
も
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に
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の
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に
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を
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に
も
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り
、
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つ
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地
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知
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ま
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も
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。
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て
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。
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ゆ
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た
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よ
う
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で
10
日
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か
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で
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た
。

今
回
導
入

し
た
機
械
を

使
う
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で
、

真
空
状
態
に

な
り
、
常
温

保
管
30
日
と

長
く
保
存
が

で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

お
中
元
や
お
歳
暮
な
ど
に
も
対
応
可

能
に
な
る
為
、
幅
広
い
販
売
展
開
を
考
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て
お
り
ま
す
。

現
在
は
製
造
の
練
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を
職
員
と
利
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者
と
共
に
行
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て
い
ま
す
。
稼
働
が
安

定
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た
ら
、
新
し
い
商
品
の
案
も
募
集

す
る
予
定
で
す
。
多
く
の
商
品
を
皆
さ

ん
と
考
え
て
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
是
非
力
を
貸

し
て
く
だ
さ
い
！

安
全
で
お
い
し
い
も
の
を
作
っ
て
い

き
ま
す
！

（
ゆ
う
ゆ
う

太
田
）
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継
続
は
必
ず
力
に
な
る

～
野
菜
販
売
の
活
動
を
通
じ
て
～

カ
ッ
プ
シ
ー
ラ
ー
機

導
入
し
ま
し
た
！

各

事

業

所

の
取
り
組
み

わ
か
く
さ

ゆ
う
ゆ
う



◆
初
め
て
の
企
業
実
習

か
が
や
き
は
就
職
を
目
指
し
て
取
り

組
む
事
業
所
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
利

用
者
も
同
様
で
す
。
し
か
し
、
今
ま
で

の
就
労
経
験
が
な
く
就
職
の
イ
メ
ー
ジ

が
無
か
っ
た
り
就
職
に
対
す
る
不
安
が

あ
る
方
も
い
ま
す
。

29
年
度
末
、
か
が
や
き
の
Ｂ
型
の
利

用
者
を
対
象
に
タ
オ
ル
た
た
み
の
作
業

を
行
っ
て
い
る
会
社
の
企
業
見
学
を
実

施
し
ま
し
た
。
企
業
見
学
に
行
っ
た
メ

ン
バ
ー
の
１
人
で
あ
る
Ａ
さ
ん
は
、
作

業
に
対
し
て
の
意
欲
は
高
く
、
か
が
や

き
で
行
っ
て
い
る
タ
オ
ル
た
た
み
作
業

も
と
て
も
早
く
で
き
る
力
が
あ
り
ま
す

が
、
今
ま
で
の
就
労
経
験
・
実
習
経
験

が
な
く
自
分
に
自
信
が
無
い
様
子
も
あ

り
ま
し
た
。
就
職
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら

む
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
Ａ
さ
ん

に
も
見
学
に
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

見
学
に
行
く
こ
と
が
決
ま
っ
た
時
も

「
緊
張
す
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
が
、

見
学
に
行
く
こ
と
で
雰
囲
気
が
わ
か
っ

た
こ
と
、
体
験
で
担
当
の
方
か
ら
褒
め

ら
れ
た
こ
と
で
自
信
に
な
っ
た
よ
う
で
、

「
実
習
に
行
っ
て
み
た
い
！
」
と
実
習

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
見

学
と
同
じ
く
初
め
て
の
体
験
と
い
う
こ

と
で
、
始
ま
る
前
に
は
同
じ
く
緊
張
す

る
と
話
し
て
い
ま
し
た
が
、
「
頑
張
っ

て
く
る
」
と
前
向
き
な
言
葉
も
出
て
き

ま
し
た
。

◆
一
歩
踏
み
出
し
た
こ
と
が

自
信
に
つ
な
が
っ
た

そ
し
て
実
習
本
番
。
環
境
が
Ａ
さ
ん

に
合
っ
て
い
た
こ
と
、
Ａ
さ
ん
が
得
意

な
た
た
み
作
業
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

日
を
追
う
ご
と
に
自
信
が
出
て
き
た
よ

う
で
実
習
が
終
っ
た
後
に
は
、
「
ま
た

実
習
に
行
き
た
い
！
」
と
、
と
て
も
意

欲
的
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

利

用
者

も

ご

家
族

も

、

か
が

や

き

か
ら

一

歩

出
て

就

労

を
目

指

す

こ
と

に

心

配
の

あ

る

方
も

い

ま

す
が
、

そ
の
人
そ
の
人
に
合
っ
た
環
境
を
調
整

す
る
こ
と
で
大
き
な
力
を
発
揮
で
き
る

の
も
ま
た
事
実
で
す
。
私
た
ち
支
援
員

は
一
人
ひ
と
り
の
持
っ
て
い
る
強
み
や

得
意
な
こ
と
を
見
つ
け
、
そ
の
力
を
発

揮
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
力
を
持
っ
て
い

る
方
は
Ａ
さ
ん
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

就
職
を
希
望
す
る
方
が
そ
の
想
い
を

実
現
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
支
援
に
あ

た
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

か
が
や
き
寺
内)

『
と
こ
と
こ
』
は
、
障
害
を
持
つ
方

た
ち
が
集
ま
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、

ゆ
っ
く
り
過
ご
す
場
所
で
す
。

わ
か
ば
は｢

障
害
者
の
相
談
窓
口｣

と

し
て
、
生
活
上
の
困
り
ご
と
等
の
ご
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。
で
も
、｢

相
談｣

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
も
、
誰
か
と

話
し
を
し
た
り
、
一
緒
に
い
る
だ
け
で
、

ほ
っ
と
し
た
り
安
心
で
き
る
こ
と
っ
て

あ
り
ま
せ
ん
か
？
そ
ん
な
気
軽
に
集
え

る
場
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
、
と
い
う
思

い
か
ら
、
『
と
こ
と
こ
』
を
始
め
ま
し

た
。障

害
の
あ
る
方
も
、
そ
う
で
な
い
方

も
、
誰
で
も
過
ご
せ
る
居
場
所
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
に
３
回
実
施
し
、
の
ん
び
り

と
し
た
空
気
の
中
で
、
他
愛
の
な
い
話

し
を
し
た
り
、
得
意
な
折
り
紙
を
し
た

り
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。

場
所
と
日
時
だ
け
が
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
す
る
事
や
、
集
ま
る
人
は
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
時
に
い
ら
し
た
方

で
、
自
由
に
過
ご
し
て
頂
き
な
が
ら
、

集
ま
っ
た
方
た
ち
と
『
と
こ
と
こ
』
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ

参
加
者
も
開
催
日
も
少
な
い
の
で
す
が
、

徐
々
に
開
催
を
増
や
し
、
地
域
に
根
付

い
た
居
場
所
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。近

所
の
寄
り
合
い
所
に
集
ま
る
よ
う

な
感
覚
で
一
度
覗
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

ご
興
味
の
あ
る
方
は
わ
か
ば
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。
障
害
の
あ
る
方
だ
け
で
な

く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
ご
参
加

も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

◆
次
回
予
定
◆

日
時
：
８
月
９
日
（
木
）
14
時
～
16
時

＊
途
中
参
加
、
途
中
退
出
Ｏ
Ｋ
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一
歩
踏
み
出
し
た
こ
と
が
自
信
に
つ
な
が
っ
た

～
企
業
見
学
、
実
習
を
通
じ
て
～

か
が
や
き

わ
か
ば
・ひ
か
り

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
『と
こ
と
こ
』

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
わ
か
ば

◆
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業
実
習

か
が
や
き
は
就
職
を
目
指
し
て
取
り

組
む
事
業
所
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
利

用
者
も
同
様
で
す
。
し
か
し
、
今
ま
で

の
就
労
経
験
が
な
く
就
職
の
イ
メ
ー
ジ

が
無
か
っ
た
り
就
職
に
対
す
る
不
安
が

あ
る
方
も
い
ま
す
。

29
年
度
末
、
か
が
や
き
の
Ｂ
型
の
利

用
者
を
対
象
に
タ
オ
ル
た
た
み
の
作
業

を
行
っ
て
い
る
会
社
の
企
業
見
学
を
実

施
し
ま
し
た
。
企
業
見
学
に
行
っ
た
メ

ン
バ
ー
の
１
人
で
あ
る
Ａ
さ
ん
は
、
作

業
に
対
し
て
の
意
欲
は
高
く
、
か
が
や

き
で
行
っ
て
い
る
タ
オ
ル
た
た
み
作
業

も
と
て
も
早
く
で
き
る
力
が
あ
り
ま
す

が
、
今
ま
で
の
就
労
経
験
・
実
習
経
験

が
な
く
自
分
に
自
信
が
無
い
様
子
も
あ

り
ま
し
た
。
就
職
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら

む
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
Ａ
さ
ん

に
も
見
学
に
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

見
学
に
行
く
こ
と
が
決
ま
っ
た
時
も

「
緊
張
す
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
が
、

見
学
に
行
く
こ
と
で
雰
囲
気
が
わ
か
っ

た
こ
と
、
体
験
で
担
当
の
方
か
ら
褒
め

ら
れ
た
こ
と
で
自
信
に
な
っ
た
よ
う
で
、

「
実
習
に
行
っ
て
み
た
い
！
」
と
実
習

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
見

学
と
同
じ
く
初
め
て
の
体
験
と
い
う
こ

と
で
、
始
ま
る
前
に
は
同
じ
く
緊
張
す

る
と
話
し
て
い
ま
し
た
が
、
「
頑
張
っ

て
く
る
」
と
前
向
き
な
言
葉
も
出
て
き

ま
し
た
。

◆
一
歩
踏
み
出
し
た
こ
と
が

自
信
に
つ
な
が
っ
た

そ
し
て
実
習
本
番
。
環
境
が
Ａ
さ
ん

に
合
っ
て
い
た
こ
と
、
Ａ
さ
ん
が
得
意

な
た
た
み
作
業
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

日
を
追
う
ご
と
に
自
信
が
出
て
き
た
よ

う
で
実
習
が
終
っ
た
後
に
は
、
「
ま
た

実
習
に
行
き
た
い
！
」
と
、
と
て
も
意

欲
的
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

利

用
者

も

ご

家
族

も

、

か
が

や

き

か
ら

一

歩

出
て

就

労

を
目

指

す

こ
と

に

心

配
の

あ

る

方
も

い

ま

す
が
、

そ
の
人
そ
の
人
に
合
っ
た
環
境
を
調
整

す
る
こ
と
で
大
き
な
力
を
発
揮
で
き
る

の
も
ま
た
事
実
で
す
。
私
た
ち
支
援
員

は
一
人
ひ
と
り
の
持
っ
て
い
る
強
み
や

得
意
な
こ
と
を
見
つ
け
、
そ
の
力
を
発

揮
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
力
を
持
っ
て
い

る
方
は
Ａ
さ
ん
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

就
職
を
希
望
す
る
方
が
そ
の
想
い
を

実
現
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
支
援
に
あ

た
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

か
が
や
き
寺
内)

『
と
こ
と
こ
』
は
、
障
害
を
持
つ
方

た
ち
が
集
ま
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、

ゆ
っ
く
り
過
ご
す
場
所
で
す
。

わ
か
ば
は｢

障
害
者
の
相
談
窓
口｣

と

し
て
、
生
活
上
の
困
り
ご
と
等
の
ご
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。
で
も
、｢

相
談｣

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
も
、
誰
か
と

話
し
を
し
た
り
、
一
緒
に
い
る
だ
け
で
、

ほ
っ
と
し
た
り
安
心
で
き
る
こ
と
っ
て

あ
り
ま
せ
ん
か
？
そ
ん
な
気
軽
に
集
え

る
場
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
、
と
い
う
思

い
か
ら
、
『
と
こ
と
こ
』
を
始
め
ま
し

た
。障

害
の
あ
る
方
も
、
そ
う
で
な
い
方

も
、
誰
で
も
過
ご
せ
る
居
場
所
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
に
３
回
実
施
し
、
の
ん
び
り

と
し
た
空
気
の
中
で
、
他
愛
の
な
い
話

し
を
し
た
り
、
得
意
な
折
り
紙
を
し
た

り
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。

場
所
と
日
時
だ
け
が
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
す
る
事
や
、
集
ま
る
人
は
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
時
に
い
ら
し
た
方

で
、
自
由
に
過
ご
し
て
頂
き
な
が
ら
、

集
ま
っ
た
方
た
ち
と
『
と
こ
と
こ
』
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ

参
加
者
も
開
催
日
も
少
な
い
の
で
す
が
、

徐
々
に
開
催
を
増
や
し
、
地
域
に
根
付

い
た
居
場
所
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。近

所
の
寄
り
合
い
所
に
集
ま
る
よ
う

な
感
覚
で
一
度
覗
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

ご
興
味
の
あ
る
方
は
わ
か
ば
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。
障
害
の
あ
る
方
だ
け
で
な

く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
ご
参
加

も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

◆
次
回
予
定
◆

日
時
：
８
月
９
日
（
木
）
14
時
～
16
時

＊
途
中
参
加
、
途
中
退
出
Ｏ
Ｋ
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一
歩
踏
み
出
し
た
こ
と
が
自
信
に
つ
な
が
っ
た

～
企
業
見
学
、
実
習
を
通
じ
て
～

か
が
や
き

わ
か
ば
・ひ
か
り

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
『と
こ
と
こ
』

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
わ
か
ば



で
す
。

場
所:

ア
ト
リ
エ
創
庫
（
上
戸
田
１-

２

-

19
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
わ
か
ば

０
４
８-
４
４
６-

６
７
８
５

ま
で
。

今
後
、
10
月
、
２
月
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

（
わ
か
ば
猪
野
）

戸
田
わ
か
く
さ
会
で
最
初
の
ホ
ー
ム

運
営
を
開
始
し
て
か
ら
、
８
年
が
経
過

し
、
こ
の
間
に
３
つ
の
ホ
ー
ム
と
２
室

の
サ
テ
ラ
イ
ト
住
居
を
運
営
し
、
現
在
、

23
名
の
入
居
者
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

８
年
と
い
う
月
日
は
、
運
営
面
の
『
変

化
（
進
展
）
』
も
あ
り
ま
し
た
が
、
入

居
者
に
と
っ
て
も
年
齢
を
重
ね
る
こ
と

で
の
『
変
化
』
が
見
ら
れ
ま
す
。

◆
ホ
ー
ム
で
の
健
康
支
援

グ
リ
ー
ン
グ
ラ
ス
で
は
、
必
要
に
応

じ
て
、
通
院
の
付
添
い
支
援
を
し
て
い

ま
す
。
原
則
と
し
て
は
、
家
族
で
の
医

療
機
関
の
受
診
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
８
年
間
で
ご
家
族
も
高
齢
に

よ
り
通
院
同
行
が
難
し
く
な
り
、
ヘ
ル

パ
ー
事
業
所
や
作
業
所
等
と
協
力
し
、

通
院
同
行
を
お
こ
な
う
こ
と
が
増
え
て

き
ま
し
た
。

突
発
的
な
風
邪
な
ど
に
よ
る
通
院
も

あ
り
ま
す
が
、
入
居
者
の
中
に
は
、
糖

尿
病
や
高
血
圧
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病

に
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
方
も
増

え
て
い
ま
す
。
毎
日
の
血
圧
測
定
、
週

１
回
の
体
重
測
定
を
お
こ
な
い
、
本
人

の
状
況
を
正
確
に
把
握
し
、
医
療
に
つ

な
げ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
医
療
か

ら
の
指
示
を
も
と
に
、
食
事
の
配
慮
や
、

相
談
事
業
所
と
連
携
し
な
が
ら
、
ヘ
ル

パ
ー
に
よ
る
移
動
支
援
で
の
運
動
増
加

へ
と
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

◆
健
康
と
食
事
支
援

食
事
支
援
も
健
康
を
維
持
す
る
た
め

に
大
切
な
支
援
で
す
。
昨
年
度
に
管
理

栄
養
士
に
食
事
の
内
容
を
見
て
も
ら
い
、

適
切
な
栄
養
素
が
取
れ
て
い
る
か
ア
ド

バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。
お
か
ず
や
デ

ザ
ー
ト
を
増
や
す
こ
と
で
、
食
べ
る
こ

と
の
楽
し
さ
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
加
齢
に
伴
い
、
飲
み
込
む
力
が

落
ち
て
し
ま
っ
て
い
る
方
に
対
し
て
、

と
ろ
み
を
つ
け
た
り
、
食
事
を
か
き
こ

ま
な
い
よ
う
、
小
鉢
で
お
か
ず
を
分
け
、

ス
プ
ー
ン
で
一
口
ご
と
す
く
っ
て
食
べ

る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、
実
践
し

て
い
ま
す
。
実
際
に
ゆ
っ
く
り
食
べ
る

こ
と
に
つ
な
が
り
、
む
せ
る
こ
と
も
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
加
齢
に
よ
り
筋
力
等
が
衰
え
、

い
ま
ま
で
出
来
て
い
た
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
予
測
さ
れ
ま

す
。
入
居
者
の
方
が
慣
れ
親
し
ん
だ
ホ
ー

ム
で
生
活
で
き

る
よ
う
、
よ
り

一
層
、
環
境
を

整
え
、
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

（
グ
リ
ー
ン
グ

ラ
ス
石
川
）

相
談
者
の
あ
る
方
が
「
仕
事
が
で
き

る
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
」
と
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
る
方
は
「
働

く
こ
と
が
こ
ん
な
に
大
変
だ
と
は
思
わ

な
か
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

晴
れ
て
就
職
が
決
ま
っ
た
方
は
「
自
分

の
で
き
る
こ
と
を
も
っ
と
や
っ
て
い
き

た
い
」
と
言
い
、
再
就
職
に
向
け
て
準

備
を
し
て
い
る
方
は
「
同
じ
失
敗
は
繰

り
返
し
た
く
な
い
」
と
何
度
も
気
持
ち

を
表
現
し
て
く
れ
ま
し
た
。

就
労
支
援
の
場
面
で
は
、
一
人
ひ
と

り
に
あ
っ
た
働
き
方
を
一
緒
に
考
え
て

い
き
ま
す
。
私
が
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
は
、
相
談
者
の
話
を
よ
く
聞
く
こ
と

で
す
。
た
だ
話
を
聞
く
の
で
は
な
く
、

ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
思
い
や
考
え
に

な
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
も
う
か
が
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
本
人
の
希
望
や

目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方

法
を
一
緒
に
探
し
て
い
く
と
き
に
は
、

ご
本
人
が
不
安
や
迷
い
と
う
ま
く
つ
き

あ
い
な
が
ら
も
、
よ
り
よ
い
選
択
が
で

き
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

冒
頭
で
紹
介
し
た
言
葉
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
方
が
、
謙
虚
な
姿
勢
で
仕
事
に

向
き
合
う
こ
と
で
感
じ
た
思
い
に
加
え
、

働
く
こ
と
の
意
味
や
意
義
を
教
え
て
く

れ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
そ
し
て
、

支
援
者
が
ど
の
よ
う

な
支
援
を
す
る
べ
き

な
の
か
と
い
う
こ
と

を
、
改
め
て
考
え
さ

せ
て
く
れ
る
言
葉
だ

会 報 わかくさの風 ２０１８（平成３０）年 ７月発行 会報5
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で
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。

場
所:

ア
ト
リ
エ
創
庫
（
上
戸
田
１-

２

-

19
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
わ
か
ば

０
４
８-
４
４
６-

６
７
８
５

ま
で
。

今
後
、
10
月
、
２
月
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

（
わ
か
ば
猪
野
）

戸
田
わ
か
く
さ
会
で
最
初
の
ホ
ー
ム

運
営
を
開
始
し
て
か
ら
、
８
年
が
経
過

し
、
こ
の
間
に
３
つ
の
ホ
ー
ム
と
２
室

の
サ
テ
ラ
イ
ト
住
居
を
運
営
し
、
現
在
、

23
名
の
入
居
者
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

８
年
と
い
う
月
日
は
、
運
営
面
の
『
変

化
（
進
展
）
』
も
あ
り
ま
し
た
が
、
入

居
者
に
と
っ
て
も
年
齢
を
重
ね
る
こ
と

で
の
『
変
化
』
が
見
ら
れ
ま
す
。

◆
ホ
ー
ム
で
の
健
康
支
援

グ
リ
ー
ン
グ
ラ
ス
で
は
、
必
要
に
応

じ
て
、
通
院
の
付
添
い
支
援
を
し
て
い

ま
す
。
原
則
と
し
て
は
、
家
族
で
の
医

療
機
関
の
受
診
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
８
年
間
で
ご
家
族
も
高
齢
に

よ
り
通
院
同
行
が
難
し
く
な
り
、
ヘ
ル

パ
ー
事
業
所
や
作
業
所
等
と
協
力
し
、

通
院
同
行
を
お
こ
な
う
こ
と
が
増
え
て

き
ま
し
た
。

突
発
的
な
風
邪
な
ど
に
よ
る
通
院
も

あ
り
ま
す
が
、
入
居
者
の
中
に
は
、
糖

尿
病
や
高
血
圧
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病

に
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
方
も
増

え
て
い
ま
す
。
毎
日
の
血
圧
測
定
、
週

１
回
の
体
重
測
定
を
お
こ
な
い
、
本
人

の
状
況
を
正
確
に
把
握
し
、
医
療
に
つ

な
げ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
医
療
か

ら
の
指
示
を
も
と
に
、
食
事
の
配
慮
や
、

相
談
事
業
所
と
連
携
し
な
が
ら
、
ヘ
ル

パ
ー
に
よ
る
移
動
支
援
で
の
運
動
増
加

へ
と
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

◆
健
康
と
食
事
支
援

食
事
支
援
も
健
康
を
維
持
す
る
た
め

に
大
切
な
支
援
で
す
。
昨
年
度
に
管
理

栄
養
士
に
食
事
の
内
容
を
見
て
も
ら
い
、

適
切
な
栄
養
素
が
取
れ
て
い
る
か
ア
ド

バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。
お
か
ず
や
デ

ザ
ー
ト
を
増
や
す
こ
と
で
、
食
べ
る
こ

と
の
楽
し
さ
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
加
齢
に
伴
い
、
飲
み
込
む
力
が

落
ち
て
し
ま
っ
て
い
る
方
に
対
し
て
、

と
ろ
み
を
つ
け
た
り
、
食
事
を
か
き
こ

ま
な
い
よ
う
、
小
鉢
で
お
か
ず
を
分
け
、

ス
プ
ー
ン
で
一
口
ご
と
す
く
っ
て
食
べ

る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、
実
践
し

て
い
ま
す
。
実
際
に
ゆ
っ
く
り
食
べ
る

こ
と
に
つ
な
が
り
、
む
せ
る
こ
と
も
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
加
齢
に
よ
り
筋
力
等
が
衰
え
、

い
ま
ま
で
出
来
て
い
た
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
予
測
さ
れ
ま

す
。
入
居
者
の
方
が
慣
れ
親
し
ん
だ
ホ
ー

ム
で
生
活
で
き

る
よ
う
、
よ
り

一
層
、
環
境
を

整
え
、
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

（
グ
リ
ー
ン
グ

ラ
ス
石
川
）

相
談
者
の
あ
る
方
が
「
仕
事
が
で
き

る
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
」
と
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
る
方
は
「
働

く
こ
と
が
こ
ん
な
に
大
変
だ
と
は
思
わ

な
か
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

晴
れ
て
就
職
が
決
ま
っ
た
方
は
「
自
分

の
で
き
る
こ
と
を
も
っ
と
や
っ
て
い
き

た
い
」
と
言
い
、
再
就
職
に
向
け
て
準

備
を
し
て
い
る
方
は
「
同
じ
失
敗
は
繰

り
返
し
た
く
な
い
」
と
何
度
も
気
持
ち

を
表
現
し
て
く
れ
ま
し
た
。

就
労
支
援
の
場
面
で
は
、
一
人
ひ
と

り
に
あ
っ
た
働
き
方
を
一
緒
に
考
え
て

い
き
ま
す
。
私
が
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
は
、
相
談
者
の
話
を
よ
く
聞
く
こ
と

で
す
。
た
だ
話
を
聞
く
の
で
は
な
く
、

ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
思
い
や
考
え
に

な
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
も
う
か
が
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
本
人
の
希
望
や

目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方

法
を
一
緒
に
探
し
て
い
く
と
き
に
は
、

ご
本
人
が
不
安
や
迷
い
と
う
ま
く
つ
き

あ
い
な
が
ら
も
、
よ
り
よ
い
選
択
が
で

き
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

冒
頭
で
紹
介
し
た
言
葉
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
方
が
、
謙
虚
な
姿
勢
で
仕
事
に

向
き
合
う
こ
と
で
感
じ
た
思
い
に
加
え
、

働
く
こ
と
の
意
味
や
意
義
を
教
え
て
く

れ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
そ
し
て
、

支
援
者
が
ど
の
よ
う

な
支
援
を
す
る
べ
き

な
の
か
と
い
う
こ
と

を
、
改
め
て
考
え
さ

せ
て
く
れ
る
言
葉
だ
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支
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ら
学
ぶ
こ
と



と
思
い
ま
す
。

支
援
者
と
し
て
未
熟
な
私
は
、
相
談

者
、
関
係
機
関
や
企
業
の
担
当
者
の
方

か
ら
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
毎
日
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

福
祉
の
専
門
職
と
し
て
の
ス
キ
ル
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

日
々
の
支
援
を
振
り
返
り
、
見
直
し
て

い
く
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
就

労
支
援
セ
ン
タ
ー
や
み
な
み
が
「
相
談

し
て
よ
か
っ
た
な
」
と
少
し
で
も
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
支
援
機
関
で
あ

り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
自
分
の
で
き
る

こ
と
を
見
つ
け
、
今
後
も
努
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
み
な
み
森
田
）

法
人

法
人
本
部
は
７
本
の
柱
に
沿
っ
て
事
業

を
進
め
て
き
た
。

１
．
法
人
本
部
機
能
及
び
体
制
強
化

事
務
局
機
能
は
充
実
し
た
が
、
本
部
機

能
の
充
実
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
障
害
福

祉
の
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
中
長
期
的
視

野
に
立
っ
た
法
人
運
営
の
必
要
が
増
し
て

い
る
。

２
．
組
織
の
見
直
し

法
人
運
営
上
、
必
要
な
委
員
会
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム(

PT)

を
立
ち
上
げ
て
き

た
が
、
十
分
に
機
能
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ

も
あ
り
、
法
人
運
営
に
欠
か
せ
な
い
委
員

会
、
PT
で
あ
り
、
振
り
返
り
を
活
か
し
、

さ
ら
に
活
性
化
す
る
よ
う
に
取
組
ん
で
い

く
。

３
．
研
修
体
系
の
見
直
し

法
人
全
体
の
研
修
、
リ
ー
ダ
ー
層
の
研

修
、
外
部
研
修
な
ど
に
積
極
的
に
受
講
し
、

資
質
向
上
を
図
っ
た
。

４
．
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所(

従
た
る

事
業
所)

の
検
討

諸
般
の
事
情
で
検
討
が
な
さ
れ
な
か
っ

た
。

５
．
表
現
活
動｢

ア
ト
リ
エ
創
庫｣
の
開
所

29
年
４
月
に
開
所
、
多
様
な
表
現
活
動

の
場
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
取
組
ん
で
き
た
。

６
．
GH(

サ
テ
ラ
イ
ト
型)

の
開
所

２
部
屋
の
サ
テ
ラ
イ
ト
型
の
部
屋
を
確

保
す
る
。
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
に
取
り
組
む

利
用
者
の
活
き
活
き
し
た
姿
が
見
ら
れ
る
。

７
．
中
長
期
計
画
の
見
直
し(

平
成
27
年
度

か
ら
平
成
31
年
度)

計
画
の
前
期
の
振
り
返
り
と
後
期
の
見

直
し
を
行
っ
た
。
第
２
期
に
つ
い
て
は
、

30
年
度
な
い
し
31
年
度
に
検
討
す
る
。

わ
か
く
さ

多
機
能
事
業
所
（
生
活
介
護
・
就
労
継

続
支
援
Ｂ
型
）
定
員
は
45
名
。
新
た
に
３

名
の
利
用
者
を
迎
え
、
実
人
数
は
49
名
で

あ
っ
た
。
生
産
活
動
で
は
、
野
菜
販
売
を

月
４
回
実
施
し
、
安
定
し
た
収
益
が
得
ら

れ
た
。
ご
み
袋
の
単
価
が
下
が
り
販
売
収

入
が
減
少
し
た
が
、
全
体
と
し
て
は
、
受

注
作
業
も
安
定
的
に
確
保
で
き
、
利
用
者

工
賃
も
前
年
度
よ
り
わ
ず
か
に
増
え
た
。

利
用
者
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
工
賃
支

給
日
に
、
買
い
物
支
援
を
行
な
う
な
ど
、

そ
の
他
、
創
作
活
動
、
機
能
維
持
・
向
上

活
動
な
ど
を
計
画
的
に
実
施
し
た
。

ゆ
う
ゆ
う

就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
所
と
し
て
定

員
20
名
（
現
員
25
名
）
で
運
営
。
29
年
度

中
の
入
退
所
は
な
か
っ
た
。
生
産
活
動
で

は
リ
サ
イ
ク
ル
に
係
る
施
設
外
の
業
務
の

受
託
（
２
社
）
を
開
始
、
室
内
の
作
業
で

も
新
た
な
業
務
の
受
託
の
試
行
を
行
っ
た
。

一
方
で
適
性
や
効
率
な
ど
を
考
慮
し
、
３

社
の
業
務
を
終
了
す
る
な
ど
作
業
の
精
査

を
行
っ
た
。
結
果
、
生
産
活
動
売
上
は
昨

年
比
103
%
と
な
り
、
平
均
工
賃
は
３
４
，

２
２
３
円
（
昨
年
比
１
０
０
．
７
％
）
と

な
っ
た
。
余
暇
と
し
て
８
月
に
暑
気
払
い
、

10
月
に
一
泊
旅
行
（
那
須
）
や
12
月
に
忘

年
会
な
ど
を
利
用
者
が
企
画
し
て
行
っ
た
。

か
が
や
き

多
機
能
型
事
業
所
の
就
労
移
行
に
お
い

て
は
、
７
名
の
新
規
入
所
者
が
あ
り
、
就

労
者
２
名
を
輩
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
に
お
い
て
は
、

実
習
等
の
就
労
支
援
に
取
り
組
ん
だ
が
、

就
労
移
行
へ
の
移
籍
者
や
就
労
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。
生
産
活
動
で
は
、
新
規
清
掃

作
業
所
を
開
拓
し
工
賃
向
上
に
努
め
た
。

日
中
活
動
に
お
い
て
は
、
自
治
会
活
動
や

マ
イ
イ
ベ
ン
ト
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た

め
小
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
職
員
を
配
置
し
、

話
し
合
い
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
く
よ
う
に
取

り
組
ん
だ
。
地
域
活
動
と
の
つ
な
が
り
を

充
実
し
交
流
を
深
め
る
た
め
、
地
域
活
動

イ
ベ
ン
ト
等
に
積
極
的
に
参
加
し
た
。

グ
リ
ー
ン
グ
ラ
ス

29
年
度
、
マ
ン
シ
ョ
ン
２
室
に
て
サ
テ
ラ

イ
ト
事
業
を
開
始
。
ホ
ー
ム
を
利
用
し
て

い
た
２
名
が
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
サ

テ
ラ
イ
ト
へ
の
異
動
に
伴
い
、
空
い
た
居

室
に
７
月
か
ら
新
た
な
入
居
者
を
迎
え
、

サ
テ
ラ
イ
ト
の
利
用
と
合
わ
せ
、
給
付
費

の
増
加
に
つ
な
げ
た
。
個
別
支
援
で
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
個
別
支
援
計
画
『
私

の
希
望
す
る
暮
ら
し
』
を
入
居
者
の
夢
の

実
現
計
画
と
位
置
付
け
、
豊
か
な
生
活
支

援
に
取
り
組
ん
だ
。
入
居
者
の
健
康
支
援

を
図
る
た
め
、
医
療
機
関
と
の
連
携
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
食
事
の
充
実
を
図
り
、

食
べ
る
楽
し
み
や
、
嚥
下
能
力
に
あ
わ
せ

た
食
事
提
供
を
行
っ
た
。

わ
か
ば

戸
田
市
の
委
託
を
受
け
て
相
談
支
援
事
業
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平
成
29
年
度

事
業
報
告
・
決
算
報
告

当
法
人
の
第
70
回
理
事
会
・
第

54
回
評
議
委
員
会
に
お
い
て
、
平

成
29
年
度
の
事
業
報
告
及
び
決
算

報
告
が
承
認
さ
れ
て
ま
し
た
。
そ

の
概
要
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

と
思
い
ま
す
。

支
援
者
と
し
て
未
熟
な
私
は
、
相
談

者
、
関
係
機
関
や
企
業
の
担
当
者
の
方

か
ら
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
毎
日
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

福
祉
の
専
門
職
と
し
て
の
ス
キ
ル
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

日
々
の
支
援
を
振
り
返
り
、
見
直
し
て

い
く
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
就

労
支
援
セ
ン
タ
ー
や
み
な
み
が
「
相
談

し
て
よ
か
っ
た
な
」
と
少
し
で
も
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
支
援
機
関
で
あ

り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
自
分
の
で
き
る

こ
と
を
見
つ
け
、
今
後
も
努
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
み
な
み
森
田
）

法
人

法
人
本
部
は
７
本
の
柱
に
沿
っ
て
事
業

を
進
め
て
き
た
。

１
．
法
人
本
部
機
能
及
び
体
制
強
化

事
務
局
機
能
は
充
実
し
た
が
、
本
部
機

能
の
充
実
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
障
害
福

祉
の
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
中
長
期
的
視

野
に
立
っ
た
法
人
運
営
の
必
要
が
増
し
て

い
る
。

２
．
組
織
の
見
直
し

法
人
運
営
上
、
必
要
な
委
員
会
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム(

PT)

を
立
ち
上
げ
て
き

た
が
、
十
分
に
機
能
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ

も
あ
り
、
法
人
運
営
に
欠
か
せ
な
い
委
員

会
、
PT
で
あ
り
、
振
り
返
り
を
活
か
し
、

さ
ら
に
活
性
化
す
る
よ
う
に
取
組
ん
で
い

く
。

３
．
研
修
体
系
の
見
直
し

法
人
全
体
の
研
修
、
リ
ー
ダ
ー
層
の
研

修
、
外
部
研
修
な
ど
に
積
極
的
に
受
講
し
、

資
質
向
上
を
図
っ
た
。

４
．
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所(

従
た
る

事
業
所)

の
検
討

諸
般
の
事
情
で
検
討
が
な
さ
れ
な
か
っ

た
。

５
．
表
現
活
動｢

ア
ト
リ
エ
創
庫｣
の
開
所

29
年
４
月
に
開
所
、
多
様
な
表
現
活
動

の
場
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
取
組
ん
で
き
た
。

６
．
GH(

サ
テ
ラ
イ
ト
型)

の
開
所

２
部
屋
の
サ
テ
ラ
イ
ト
型
の
部
屋
を
確

保
す
る
。
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
に
取
り
組
む

利
用
者
の
活
き
活
き
し
た
姿
が
見
ら
れ
る
。

７
．
中
長
期
計
画
の
見
直
し(

平
成
27
年
度

か
ら
平
成
31
年
度)

計
画
の
前
期
の
振
り
返
り
と
後
期
の
見

直
し
を
行
っ
た
。
第
２
期
に
つ
い
て
は
、

30
年
度
な
い
し
31
年
度
に
検
討
す
る
。

わ
か
く
さ

多
機
能
事
業
所
（
生
活
介
護
・
就
労
継

続
支
援
Ｂ
型
）
定
員
は
45
名
。
新
た
に
３

名
の
利
用
者
を
迎
え
、
実
人
数
は
49
名
で

あ
っ
た
。
生
産
活
動
で
は
、
野
菜
販
売
を

月
４
回
実
施
し
、
安
定
し
た
収
益
が
得
ら

れ
た
。
ご
み
袋
の
単
価
が
下
が
り
販
売
収

入
が
減
少
し
た
が
、
全
体
と
し
て
は
、
受

注
作
業
も
安
定
的
に
確
保
で
き
、
利
用
者

工
賃
も
前
年
度
よ
り
わ
ず
か
に
増
え
た
。

利
用
者
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
工
賃
支

給
日
に
、
買
い
物
支
援
を
行
な
う
な
ど
、

そ
の
他
、
創
作
活
動
、
機
能
維
持
・
向
上

活
動
な
ど
を
計
画
的
に
実
施
し
た
。

ゆ
う
ゆ
う

就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
所
と
し
て
定

員
20
名
（
現
員
25
名
）
で
運
営
。
29
年
度

中
の
入
退
所
は
な
か
っ
た
。
生
産
活
動
で

は
リ
サ
イ
ク
ル
に
係
る
施
設
外
の
業
務
の

受
託
（
２
社
）
を
開
始
、
室
内
の
作
業
で

も
新
た
な
業
務
の
受
託
の
試
行
を
行
っ
た
。

一
方
で
適
性
や
効
率
な
ど
を
考
慮
し
、
３

社
の
業
務
を
終
了
す
る
な
ど
作
業
の
精
査

を
行
っ
た
。
結
果
、
生
産
活
動
売
上
は
昨

年
比
103
%
と
な
り
、
平
均
工
賃
は
３
４
，

２
２
３
円
（
昨
年
比
１
０
０
．
７
％
）
と

な
っ
た
。
余
暇
と
し
て
８
月
に
暑
気
払
い
、

10
月
に
一
泊
旅
行
（
那
須
）
や
12
月
に
忘

年
会
な
ど
を
利
用
者
が
企
画
し
て
行
っ
た
。

か
が
や
き

多
機
能
型
事
業
所
の
就
労
移
行
に
お
い

て
は
、
７
名
の
新
規
入
所
者
が
あ
り
、
就

労
者
２
名
を
輩
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
に
お
い
て
は
、

実
習
等
の
就
労
支
援
に
取
り
組
ん
だ
が
、

就
労
移
行
へ
の
移
籍
者
や
就
労
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。
生
産
活
動
で
は
、
新
規
清
掃

作
業
所
を
開
拓
し
工
賃
向
上
に
努
め
た
。

日
中
活
動
に
お
い
て
は
、
自
治
会
活
動
や

マ
イ
イ
ベ
ン
ト
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た

め
小
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
職
員
を
配
置
し
、

話
し
合
い
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
く
よ
う
に
取

り
組
ん
だ
。
地
域
活
動
と
の
つ
な
が
り
を

充
実
し
交
流
を
深
め
る
た
め
、
地
域
活
動

イ
ベ
ン
ト
等
に
積
極
的
に
参
加
し
た
。

グ
リ
ー
ン
グ
ラ
ス

29
年
度
、
マ
ン
シ
ョ
ン
２
室
に
て
サ
テ
ラ

イ
ト
事
業
を
開
始
。
ホ
ー
ム
を
利
用
し
て

い
た
２
名
が
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
サ

テ
ラ
イ
ト
へ
の
異
動
に
伴
い
、
空
い
た
居

室
に
７
月
か
ら
新
た
な
入
居
者
を
迎
え
、

サ
テ
ラ
イ
ト
の
利
用
と
合
わ
せ
、
給
付
費

の
増
加
に
つ
な
げ
た
。
個
別
支
援
で
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
個
別
支
援
計
画
『
私

の
希
望
す
る
暮
ら
し
』
を
入
居
者
の
夢
の

実
現
計
画
と
位
置
付
け
、
豊
か
な
生
活
支

援
に
取
り
組
ん
だ
。
入
居
者
の
健
康
支
援

を
図
る
た
め
、
医
療
機
関
と
の
連
携
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
食
事
の
充
実
を
図
り
、

食
べ
る
楽
し
み
や
、
嚥
下
能
力
に
あ
わ
せ

た
食
事
提
供
を
行
っ
た
。

わ
か
ば

戸
田
市
の
委
託
を
受
け
て
相
談
支
援
事
業
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平
成
29
年
度

事
業
報
告
・
決
算
報
告

当
法
人
の
第
70
回
理
事
会
・
第

54
回
評
議
委
員
会
に
お
い
て
、
平

成
29
年
度
の
事
業
報
告
及
び
決
算

報
告
が
承
認
さ
れ
て
ま
し
た
。
そ

の
概
要
を
報
告
い
た
し
ま
す
。



を
実
施
し
た
。
登
録
者
３
８
０
数
名
、

サ
ー

ビ
ス
利
用
計
画
及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
１
１

２
件
、
障
害
支
援
区
分
認
定
調
査
12
件
、

相
談
（

電
話
・
来
所
・
訪
問
・
同
行
・
ケ

ア
会
議
等
）
１
１
，
０
７
３
件
と
な
っ
た
。

そ
の
他
、
在
宅
重
度
障
害
者
訪
問
事
業

（
戸
田
市
単
独
事
業
）
や
埼
玉
県
障
害
児

等
療
育
支
援
事
業
を
実
施
し
た
。

地
域
づ
く
り
と
し
て
、｢
親
の
５
年
後
、

子
ど
も
の
５
年
後
、
一
緒
に
考
え
よ
う｣

勉

強
会
（
の
べ
77
名
参
加
）
を
４
回
実
施
し

た
他
、
新
た
に
居
場
所
づ
く
り
（
「
と
こ

と
こ
」
）
の
取
り
組
み
を
始
め
、
３
回
実

施
し
た
。
戸
田
市
地
域
自
立
支
援
協
議
会
、

相
談
支
援
事
業
所
連
絡
会
等
へ
積
極
的
に

参
画
し
た
。

ひ
か
り

戸
田
市
指
定
の
特
定
相
談
支
援
事
業
所
と

し
て
計
画
相
談
を
実
施
し
た
。
登
録
者
数

１
６
７
名
、
年
間
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画

２
２
０

件
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
３
２
６
件
、

電
話
相
談
・
来
所
相
談
４
，
６
６
５
件
、

訪
問
・
同
行
支
援
１
，
７
４
３
件
、
関
係

機
関
連
絡
調
整
・
ケ
ア
会
議
１
，
１
２
９

件
。
意
思
決
定
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基

づ
く
計
画
相
談
や
、
障
害
者
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
わ
か
ば
を
始
め
と
す
る
委
託
相
談

支
援
事
業
所
等
と
連
携
・
役
割
分
担
し
て

包
括
的
に
支
援
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
取

り
組
ん
だ
。

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

登
録
者
数
２
６
５
名
う
ち
、
新
規
登
録

者
44
名
、
述
べ
就
労
者
数
１
４
５
名
、
相

談
件
数
３
，
２
８
９
件
と
な
っ
た
。
か
が

や
き
と
定
期
的
に
連
携
会
議
を
行
い
、
就

労
者
２
名
の
連
携
し
た
支
援
を
行
っ
た
。

ま
た
、
市
民
向
け
に
利
用
説
明
会
を
実
施

し
た
。
み
な
み
と
共
同
で
「
と
だ
わ
ー
く

通
信
」
を
２
回
発
行
、
検
査
ツ
ー
ル(

Ｍ
Ｗ

Ｓ
）
を
利
用
し
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施

し
、
ジ
ョ
ブ
マ
ッ
チ
ン
グ
の
精
度
を
高
め

る
よ
う
に
支
援
し
た
。
戸
田
市
地
域
自
立

支
援
協
議
会
や
就
労
推
進
部
会
等
に
参
加

し
各
機
関
と
の
連
係
を
図
っ
た
。

み
な
み

川
口
市
・
蕨
市
・
戸
田
市
を
対
象
圏
域
と

し
て
支
援
を
実
施
し
た
。
登
録
者
５
５
５

名
う
ち
新
規
登
録
者
79
名
、
就
労
者
56
名
、

実
習
件
数
47
件
、
相
談
件
数
９
，
６
３
２

件
と
な
っ
た
。
就
労
者
の
た
め
の
交
流
会

と
し
て
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
良

暇
余
暇
サ
ロ
ン
３
回
、
湧
々
サ
ロ
ン
12
回
、

湧
々
サ
ロ
ン
研
修
会
を
８
回
、
交
流
ス
ペ
ー

ス
24
回
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー

主
催
の
情
報
交
換
会
や
各
特
別
支
援
学
校

と
の
連
絡
会
議
へ
の
参
加
、
戸
田
市
、
川

口
市
の
地
域
自
立
支
援
協
議
会
や
部
会
等

に
積
極
的
に
参
画
し
た
。
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を
実
施
し
た
。
登
録
者
３
８
０
数
名
、

サ
ー

ビ
ス
利
用
計
画
及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
１
１

２
件
、
障
害
支
援
区
分
認
定
調
査
12
件
、

相
談
（

電
話
・
来
所
・
訪
問
・
同
行
・
ケ

ア
会
議
等
）
１
１
，
０
７
３
件
と
な
っ
た
。

そ
の
他
、
在
宅
重
度
障
害
者
訪
問
事
業

（
戸
田
市
単
独
事
業
）
や
埼
玉
県
障
害
児

等
療
育
支
援
事
業
を
実
施
し
た
。

地
域
づ
く
り
と
し
て
、｢
親
の
５
年
後
、

子
ど
も
の
５
年
後
、
一
緒
に
考
え
よ
う｣

勉

強
会
（
の
べ
77
名
参
加
）
を
４
回
実
施
し

た
他
、
新
た
に
居
場
所
づ
く
り
（
「
と
こ

と
こ
」
）
の
取
り
組
み
を
始
め
、
３
回
実

施
し
た
。
戸
田
市
地
域
自
立
支
援
協
議
会
、

相
談
支
援
事
業
所
連
絡
会
等
へ
積
極
的
に

参
画
し
た
。

ひ
か
り

戸
田
市
指
定
の
特
定
相
談
支
援
事
業
所
と

し
て
計
画
相
談
を
実
施
し
た
。
登
録
者
数

１
６
７
名
、
年
間
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画

２
２
０

件
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
３
２
６
件
、

電
話
相
談
・
来
所
相
談
４
，
６
６
５
件
、

訪
問
・
同
行
支
援
１
，
７
４
３
件
、
関
係

機
関
連
絡
調
整
・
ケ
ア
会
議
１
，
１
２
９

件
。
意
思
決
定
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基

づ
く
計
画
相
談
や
、
障
害
者
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
わ
か
ば
を
始
め
と
す
る
委
託
相
談

支
援
事
業
所
等
と
連
携
・
役
割
分
担
し
て

包
括
的
に
支
援
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
取

り
組
ん
だ
。

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

登
録
者
数
２
６
５
名
う
ち
、
新
規
登
録

者
44
名
、
述
べ
就
労
者
数
１
４
５
名
、
相

談
件
数
３
，
２
８
９
件
と
な
っ
た
。
か
が

や
き
と
定
期
的
に
連
携
会
議
を
行
い
、
就

労
者
２
名
の
連
携
し
た
支
援
を
行
っ
た
。

ま
た
、
市
民
向
け
に
利
用
説
明
会
を
実
施

し
た
。
み
な
み
と
共
同
で
「
と
だ
わ
ー
く

通
信
」
を
２
回
発
行
、
検
査
ツ
ー
ル(

Ｍ
Ｗ

Ｓ
）
を
利
用
し
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施

し
、
ジ
ョ
ブ
マ
ッ
チ
ン
グ
の
精
度
を
高
め

る
よ
う
に
支
援
し
た
。
戸
田
市
地
域
自
立

支
援
協
議
会
や
就
労
推
進
部
会
等
に
参
加

し
各
機
関
と
の
連
係
を
図
っ
た
。

み
な
み

川
口
市
・
蕨
市
・
戸
田
市
を
対
象
圏
域
と

し
て
支
援
を
実
施
し
た
。
登
録
者
５
５
５

名
う
ち
新
規
登
録
者
79
名
、
就
労
者
56
名
、

実
習
件
数
47
件
、
相
談
件
数
９
，
６
３
２

件
と
な
っ
た
。
就
労
者
の
た
め
の
交
流
会

と
し
て
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
良

暇
余
暇
サ
ロ
ン
３
回
、
湧
々
サ
ロ
ン
12
回
、

湧
々
サ
ロ
ン
研
修
会
を
８
回
、
交
流
ス
ペ
ー

ス
24
回
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー

主
催
の
情
報
交
換
会
や
各
特
別
支
援
学
校

と
の
連
絡
会
議
へ
の
参
加
、
戸
田
市
、
川

口
市
の
地
域
自
立
支
援
協
議
会
や
部
会
等

に
積
極
的
に
参
画
し
た
。
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平
成
23
年
度
、
ゆ
う

ゆ
う
で
３
か
月
に
一
回

の
表
現
活
動
（
創
作
ク

ラ
ブ
）
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
翌
年
、
平
成

24
年
度
か
ら
は
、
わ
か
く
さ
で
も
表
現

活
動
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
戸
田

わ
か
く
さ
会
の
表
現
活
動
は
、
こ
の
平

成
30
年
度
で
８
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
約
７
年
の
間
に
戸
田
わ
か
く
さ
会

で
表
現
活
動
を
し
て
い
る
人
は
、
少
し

ず
つ
増
え
続
け
、
今
で
は
50
名
を
越
え

ま
す
。
埼
玉
県
の
障
害
者
ア
ー
ト
企
画

展
に
は
延
べ
40
名
が
入
選
し
、
多
様
な

表
現
を
た
く
さ
ん
の
人
々
に
観
て
頂
く

機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
わ
か
く
さ
や

ゆ
う
ゆ
う
で
生
ま
れ
た
作
品
が
、
施
設

か
ら
飛
び
出
し
て
、
社
会
へ
発
信
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
７
年
間
の
軸
と
し
て
き

た
表
現
活
動
の
考
え
方
は
、
技
巧
や
作

品
の
「
出
来
栄
え
」
の
優
劣
を
決
め
て

作
者
や
作
品
を
見
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
社
会
で
は

「
作
品
」
の
評
価
に
差
が
出
ま
す
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
「
作
品
」
の
魅
力
に

気
が
付
く
人
が
多
い
か
少
な
い
か
の
差

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
表
現
活
動
を
し
て

い
る
人
が
自
由
な
感
性
で
生
み
出
し
た

「
作
品
」
に
は
、
ど
れ
も
素
晴
ら
し
い

魅
力
が
必
ず

あ
り
ま
す
。

一
方
、
悲
し

い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
誰

し
も
が
本
来

持
っ
て
い
る
自
由
な
表
現
の
力
を
、
し

ば
し
ば
周
囲
の
人
た
ち
が
「
教
育
」

「
指
導
」
の
名
の
も
と
に
審
判
し
、

「
だ
め
だ
」
と
判
断
し
た
ら
「
上
手
に

な
る
よ
う
に
」
矯
正
し
、
自
由
な
感
性

を
ね
じ
ま
げ
て
封
印
し
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
が
珍
し
く
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の

「
教
育
」
「
指
導
」
の
結
果
と
し
て
苦

手
意
識
を
持
つ
人
が
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
に
苦
手
意
識
を
持
っ
た
場
合
、
そ
の

人
の
人
生
の
質
が
向
上
し
て
い
る
と
言

え
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、
障
害
の

有
無
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
戸
田
わ
か

く
さ
会
の
表
現
活
動
に
は
、
「
教
育
」

す
る
人
も
「
指
導
」
す
る
人
も
い
ま
せ

ん
。
職
員
は
た
だ
、
自
由
な
感
性
に
敬

意
を
払
い
な
が
ら
、
利
用
者
の
表
現
に

じ
っ
く
り
と
向
き
合
う
の
で
す
。
そ
し

て
、
そ
の
人
の
表
層
的
で
な
い
、
純
粋

な
感
覚
を
探
る
の
で
す
。
そ
れ
が
私
た

ち
の
目
指
し
て
い
る
「
支
援
」
で
す
。

（
わ
か
く
さ
清
水
）

【
花
火
と
交
流
の
夕
べ
】

目
的
：
戸
田
市
内
の
障
害
者
・
関
係
者
の

皆
さ
ん
と
の
交
流

日
付
：
８
月
４
日
（
土
）

会
場
：
福
祉
作
業
所
ゆ
う
ゆ
う

会
費
：
大
人
１
１
０
０
円

中
高
生
６
０
０

小
学
生
以
下
２
０
０
円

（
軽
食
代
会
費
）

開
場
時
間
：
18
時
～

問
い
合
せ
：
福
祉
作
業
所
ゆ
う
ゆ
う

☎
０
４
８-

４
３
３-

４
０
０
６

＊
雨
天
の
場
合
は
日
曜
日
に
行
い
ま
す

【
戸
田
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
製
品
販
売
】

日
付
：
８
月
18
日
（
土
）

８
月
19
日
（
日
）

時
間
：
12
時
～
17
時

会
場
：
戸
田
競
艇
場

と
だ
共
同
受
注
セ
ン
タ
ー
と
し
て
参
加
し
、

ゆ
う
ゆ
う
の
ど
ら
焼
き
販
売
等
を
行
い
ま

す
。

【
戸
田
わ
か
く
さ
会
公
開
研
修
】

『
だ
れ
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
！

～
障
害
の
あ
る
仲
間
が
豊
か
に
生

き
て
い
く
た
め
に
～
』

日
時
：
９
月
１
日
（
土
）
10
時
～
12
時

会
場
：
戸
田
市
文
化
会
館

参
加
費
：
無
料

問
い
合
せ
：
戸
田
わ
か
く
さ
会

研
修
担
当

織
茂

☎
０
４
８-

２
２
９-
７
４
２
１

(

わ
か
く
さ
）
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（編集後記）

今年は想像以上に早く６月に梅雨が明

けてしまい、暑い夏がやって来ましたね。

戸田わかくさ会では、夏、秋に予定され

ているイベントに向けて準備が始まって

おります。次月号も様々な情報をお届け

していきたいと思います。これから更に

暑い日が続きますので、体調管理に気を

付けながらお過ごしください。

（永井）

（法人の運営する事業所）
わかくさ、福祉作業所ゆうゆう、福祉作業所かがやき、

グリーングラス、障害者生活支援センターわかば、

障害者就労支援センター、障害者就業・生活支援センターみなみ、
指定特定相談支援事業所ひかり

（ホームページはこちら）
h t tp :/ / w w w .w ak a k u sa - k a i .c o m /

facebookもやっています
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自
由
な
感
性
へ
の
敬
意

予

定
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